
介護のココロ
ԉセンλʔ�ὸɾઢø÷ĀúࢧҬแׅࢢ

子育てＮＥＷＳ
Ҭࢱ՝ࣇಐࢱ�ὸɾઢøø÷ù

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 
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今
月
の
担
当
・
小
野
寺
幸
太
　

　
八
幡
平
山
頂
に
雪
が
降
り
、

冬
の
足
音
が
間
近
に
迫
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

市
観
光
協
会
で
活
動
を
始

め
、は
や
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
半
年
間
は
、
八
幡
平
・
七

時
雨
山
・
岩
手
山
の
山
開
き
や

「
は
ち
ま
ん
た
い
大
集
合
フ
ェ

ス
タ
」「
八
幡
平
山
賊
ま
つ
り
」

「
八
幡
平
紅
葉
ま
つ
り
」な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
準
備
、
八
幡
平
山
頂

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
管
理
運
営
業

務
の
補
助
を
行
い
、
観
光
協
会

の
多
様
な
仕
事
に
慣
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
て
、

他
市
町
村
で
活
躍
し
て
い
る
隊

員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ

と
の
意
見
交
換
や
交
流
を
し
、

活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
り
、
新
人
隊
員
と
し
て
さ

ら
な
る
成
長
へ
の
課
題
を
実
感

し
た
り
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
準

備
や
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

向
け
、
旅
行
業
務
取
扱
者
の
資

格
取
得
な
ど
の
勉
強
を
本
格
化

さ
せ
、
市
の
冬
の
自
然
と
イ
ベ

ン
ト
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
全
国

に
発
信
し
、
観
光
業
の
発
展
に

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
と
理
解
の
た
め
に
、
認
知

症
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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老
化
に
よ
る
も
の
忘
れ
は「
朝
ご

飯
の
お
か
ず
は
何
を
食
べ
た
っ
け
」

と
い
う
よ
う
に
、
体
験
の
一
部
分
を

忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
認
知

症
に
よ
る
も
の
忘
れ
は「
朝
ご
は
ん

食
べ
て
な
い
な
あ
」と
、体
験
し
た
こ

と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
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日
に
ち
を
多
少
間
違
え
た
り
、
し

ば
ら
く
会
っ
て
い
な
い
人
の
名
前
を

忘
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
高
齢
者
に

限
ら
ず
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
。

認
知
症
は「
今
の
季
節
は
何
だ
っ
け
」

と
い
う
よ
う
に
、
月
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
り
、
家
族
の
名
前
や
自
宅
の

場
所
な
ど
を
忘
れ
た
り
し
ま
す
。
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認
知
症
は
、
大
き
く
次
の
３
種
類

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
症
状
や
進

介護している。❺火災や風水害などで被害を受け、
その復旧のため家庭で保育できない。❻求職活動
を継続的に行っている。❼就学または職業訓練を
受けている。❽❶から❼までに類する場合で、保
育が必要と認められる場合
˙อҭؒ࣌
▶保護者の就労時間などが１カ月120時間以上の
場合…保育標準時間（１日11時間までの利用）
▶保護者の就労時間などが１カ月60時間以上の
場合…保育短時間（１日８時間までの利用）
˙2ÿอҭॴͳͲͷืूఆһ

行
の
度
合
い
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
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＝
全

体
の
約
５
割
を
占
め
、
特
に
女
性
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
通
常
、
症
状
は

も
の
忘
れ
か
ら
始
ま
り
、
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
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＝
脳
梗
塞
な
ど

が
原
因
と
な
っ
て
起
き
る
認
知
症
で

す
。
注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
た
り
、

何
事
も
や
る
気
が
起
き
な
く
な
っ
た

り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
症
状

が
、
一
気
に
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
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＝
実
際
に

は
そ
の
場
に
存
在
し
な
い
人
や
物
が

見
え
る「
幻
視
」が
起
き
や
す
く
な
り

ま
す
。
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
き
も

あ
れ
ば
、
逆
に
、
ぼ
ー
っ
と
し
て
判

断
力
が
低
下
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
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認
知
症
は
、
家
族
だ
け
で
は
支
え

き
れ
な
い
場
面
が
出
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
適
切
な
治
療
、
介
護
を

受
け
る
た
め
に
、市
で
は「
医
療
介
護

連
携
シ
ー
ト
」の
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
次
号
で
は
、
連
携
シ
ー
ト

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　市は、平成28年度保育施設の申し込みを受け付
けます。入所（園）を希望する場合は、期限内に手
続きをお願いします。
　すでに入所（園）している児童は、各施設から現
況届と就労証明書などを配布しますので、各施設
に書類を提出してください。
˙ड28　ؒظ年１月４日㈪から22日㈮まで
※申請用紙などは、øù݄øý ͔ら市役所地域福
祉課、西根・安代総合支所地域振興課、田山支所
および各保育所に備え付けます。
˙อҭΛඞཁͱ͢Δཧ༝　保護者が次の❶～❼の
いずれかの理由に該当している必要があります。
❶１カ月60時間以上働いている。❷妊娠中または
出産後間もない。❸病気や心身に障がいがある。
❹病気の人や心身に障がいがある人などを看護・

認
知
症
の
理
解
を
深
め
よ
う

市内の保育所（園）などの
入所申請を受け付けます
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皆さんの応募
お待ちしています
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ମϚείοτΩϟϥΫλʔͦͬͪࠃ
（スキー競技スペシャルジャンプ）
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きそえ つどえ かがやけ 農

みのり

と輝
ひかり

の大地で
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　冬季大会のポスターを制作　
　県立平舘高校の美術部から、冬季大会スキー競
技会のポスター原画を制作してもらいました。
　原画制作した髙橋涼

す ず か

香さん（２年）は「スキー競

　ミニバイアスロンは、クロスカントリースキー
とライフル射撃を組み合わせた競技で、安全な
レーザー銃を使用して行います。当日は、2014ソ
チパラリンピアンの阿部友里香選手も参加します。
˙ʹͪ　平成28年２月11日㈷　※参加費無料
˙ॴ　田山クロスカントリーコース
෦ʹ❶ミニスプリント（高ٕڝ▶ɹ֨ࢿՃࢀ˙
校生以上）❷小・中・一般（小学４年生以上）⾣ࣹܸ
ମݧʹ小学４年生以上　˞શͯݝॅࡏͷਓର
˙ਃ͠ࠐΈํ๏ɹ競技部門に申し込む場合、市実
行委員会のホームページから申込用紙を印刷し、
必要事項を記入して、提出ください。
˙ਃ12　ݶظࠐ月25日㈮
　詳しくは、市実行委員会（☎74-2136）まで。

技のシュプールや競い
合うというイメージで
描いた。国体が盛り上
がってくれればうれし
い」と、ポスターとして
掲示される喜びを語っ
てくれました。
　ポスターは、市内各所に掲示していますので、
ぜひご覧ください。

　デモスポの参加者を募集中　
　冬季大会デモンストレーションスポーツ（デモ
スポ）として開催する「ミニバイアスロン」の参加
者を募集しています。デモスポとは、正式競技以
外に行われる競技で、競技経験が無くても参加す
ることができるスポーツです。
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